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のため架橋三座O ， N ， P- 配位子である 6- ジフェニルホスフィノー2- ピリドンを用いることにした。
まず二章ではこの三座配位子を用い，金属間四重結合を有するクロム二核錯体を合成した。この錯体は配位子の酸
素，窒素部分で架橋した二核錯体で，金属間結合の両端に他の金属が配位しやすいように遊離のリン原子が位置して





























ている。さらにこのクロム二核錯体と種々の白金錯体とを反応させ 5 種類の直線状四核錯体の合成を行い， これらの
錯体の固体NMR および、磁気測定を行い金属間結合の'性質について調べ，クロム間距離が白金の置換基に依存して
変化することを見出している。また，両端にパラジウムが配位した直線状四核錯体の合成を行い，三次の非線形光学
特性について検討を行った結果，直線状四核錯体は原料のクロム二核錯体よりも二桁以上大きい三次の非線形分子分
極率を示し，金属間結合の寄与が大きく関与していることを明らかにしている O
第三章では上述のクロム二核錯体と様々なロジウム一価錯体とを反応させ 3 種類の四核錯体を合成している。この
うち塩素とカルボニルを配位子とするロジウムを末端に持つ直線状四核錯体は紫外可視吸収スペクトル及び赤外吸収
スペクトルからロジウムとクロムの間に配位結合があり，なおかつクロムークロム間に四重結合が保持されることを
示している。
第四章では金属間四重結合を有するレニウム二核錯体を合成したが，その構造は 2 つのμγ三座配位子がレニウムー
レニウム結合に対しシスに配位している最初の例である。また， この錯体の金属間結合の両端に位置している遊離の
リン原子と，白金及び金錯体を反応させ，それぞれレニウム一白金四核錯体， レニウムー金四核錯体を合成している。
これらの錯体はレニウムと白金，あるいはレニウムと金との聞に結合を持たないことを紫外可視吸収スペクトルより
明らかにしている。
第五章，六章でも同様に上記三座配位子を用い，ノマラジウム，白金， ロジウム二核錯体を合成し分子構造を明らか
にしている。
以上のように本論文は，多重結合と配位結合を組み合わせるといった新しい概念のもとで直線状四核錯体の合成に
成功し，その磁気的性質，三次の非線形光学特性を明らかにしており，博士(理学)の学位論文として価値のあるも
のと i忍める。
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